
これまでの状況
2019年6月、国連WP29（自動車基準調和世界フォーラム）において、自動運転のフレームワークドキュメント（自動運転車の
国際的なガイドラインと基準策定スケジュール等）に合意。

日本は、WP29傘下の専門家会議等において共同議長等の役職を担い、官民オールジャパン体制で議論をリード。

2020年6月に開催されたWP29本会議において成立。

主な要件

サイバーセキュリティ及びソフトウェアアップデートの国際基準の概要

メーカーからのソフトウェア
アップデートを適切に実施

リスクアセスメント及びリスク
への対処・管理を実施

セキュリティ対策を検証する
ための試験を実施

サイバー攻撃への
対策を適切に実施

自動車メーカー

サイバーセキュリティ及び
ソフトウェアアップデート
を管理する体制を確保

サイバーセキュリティ及びソフトウェアアップデートの

適切さを担保するための業務管理システムを確保す

ること。

サイバーセキュリティに関して、車両のリスクアセスメ

ント（リスクの特定・分析・評価）及びリスクへの適切な

対処・管理を行うとともに、セキュリティ対策の有効性

を検証するための適切かつ十分な試験を実施するこ

と。

危険・無効なソフトウェアアップデートの防止や、ソフト

ウェアアップデート可能であることの事前確認等、ソフ

トウェアアップデートの適切な実施を確保すること。

【別紙２】


